
平成25年度 平成26年度 平成27年度

119,791 120,237 109,442

平成25年度 平成26年度 平成27年度

22.6% 23.5% 23.4%

平成25年度 平成26年度 平成27年度

15,558 15,978 15,256

（過去の実績についての説明）

（過去の実績についての説明）
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・日曜日限定のパート職員が一名５月末で退職した。この分を補充せず、既存のメンバーでカバーすることにより、店外イベントの増加に伴う人件
費の増加及び、前年は見習い期間中だったため抑えられていた店長分の給与の増加、を相殺したい。
・附帯業務作業時間を分担し、営業時間内で完結させ、残業代の削減を図る。
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由

等

目

標

値

人件費の効率化

23%

設

定

理

由

等

（単位：　　　　　％　）

団体名

設

定

理

由

等

吉祥寺全体に不況感が蔓延する中、直売所が増加する一方、農家は減少している。その結果、商品確保が困難で、商品の卸値の相次
ぐ値上げ等、店を取り巻く環境がより厳しくなる事が予想される為、昨年度と同じ目標値に設定した。
なお、本目標は平成28年５月20日開催の株主総会において承認されたものである。

有限会社　武蔵野交流センター

①

事

業

（単位：）千円

１０８，０００千円
目

標

値

財政援助出資団体に対する指導監督の基本方針（平成21年2
月改正）の具体的な取組の該当項目

年間売上額

店長交代の影響を、社員一丸となり、協力した事で何とか最低限の
目標をクリア

財政援助出資団体に対する指導監督の基本方針（平成21年2
月改正）の具体的な取組の該当項目

（給与手当総額）１５，２５０千円

利益率の高い加工品の販売比率の向上により、前年は目標を達
成。

販売利益率

取

組
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容

過 去 の 実 績

過 去 の 実 績

指
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名

平成28年度武蔵野市財政援助出資団体 経営目標様式９

取

組

内

容

過 去 の 実 績

（過去の実績についての説明）

・客数アップにつながるイベントを定期的に開催する。
・端境期の商品確保の為の仕入れ先を再構築する。
・各生産者との緊密な情報交換を行い、顧客にフィードバックする事で、現有顧客の囲い込みを図る。
・中道通りを通行する人が店舗に入りたいと思うような雰囲気を作る。

指

標

名

目

標

値

③

内

部

管

理

前店長との給与差、３か月の見習い期間、等の理由で、額面上は下がったが、社
員の残業代が増加した。

予算、実績共に減少傾向が続き、今年度も赤字の可能性が高い中、人件費の効率化は必須と考える。社員の残業代の増加について
は、新任店長の「不慣れ」が原因なので、抑えなければならない。

・特定の生産者にご協力頂いていたフェア時の値下げ協力をできるだけ多くの生産者に依頼する。
・新規ルートの開拓を行う。
・同一商品を一度に大量に販売出来る、店外イベントをできるだけ開催する事により、仕入れ価格を抑える。

客数の減少傾向が著しいものの、昨年実績を下回ってでも、アンテナショップ独自の強みであり、集客力を見込める生鮮品を再構築
し、客数アップにつなげたい。

②

財

務

財政援助出資団体に対する指導監督の基本方針（平成21年2
月改正）の具体的な取組の該当項目

（単位：　　　　　千円　）


